
【平均正答率の全国との差の推移】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

46.178.455.972.2

算数Ｂ算数Ａ国語Ｂ国語Ａ

算数Ａではすべての領域で全国を上回っている。

○ 「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解
していないところについて、分かるまで教えてくれ
ますか」という質問に対して「当てはまる」と回答し
た、児童の割合が全国及び全道を上回っている。

「放課後を利用した補充的な学習サポートを実施
しましたか」という質問に対して、週に１回以上行っ
た学校の割合が全国及び全道を上回っている。

＜平均正答率＞

◎
◎
◎

教　　　科

児童質問紙

学びの連続性を踏まえ、中学校区別学力向上担当者会議を開催
全国学力・学習状況調査の結果を市民に数値で公表、市内全教員に岩見沢市の調査結果の概要版を配付

各学校が企画する学力向上策等を支援する「みらい広がる学校活動支援事業」を実施

授業スタイル、学習習慣、教室環境等の統一を図り、組織的な学校運営を進める学校力向上の取組を全校で実施

放課後を利用した補充的な学習サポートを実
施した結果、授業やテストで間違えたところや
理解していないところについて分かる児童が
増え、国語Ａの「伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項」、算数Ａの全領域で全国
及び全道を上回ったと考えられる。

【岩見沢市の学力向上策】

国語Ａでは「伝統的な言語文化と国語の特質に関
する事項」で全国を上回っている。

○

■岩見沢市内小学校の状況及び学力向上策（学校数：15、児童数：600名）

○

【教科全体の状況】

【分析】

◎

○

　【児童質問紙調査】  【学校質問紙調査】

○

学校質問紙
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※ 「平均正答率－全国（公立）の平均正答率」の差の経年変化
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【平均正答率の全国との差の推移】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

学びの連続性を踏まえ、中学校区別学力向上担当者会議を開催
全国学力・学習状況調査の結果を市民に数値で公表、市内全教員に岩見沢市の調査結果の概要版を配付
土曜学習会（Ｓ-スタディ）の実施◎

◎
◎

■岩見沢市内中学校の状況及び学力向上策（学校数：10、生徒数：658名）

○

【教科全体の状況】

【分析】

◎

○

　【生徒質問紙調査】  【学校質問紙調査】

○

学校質問紙

【岩見沢市の学力向上策】

○

授業で扱うノートに、学習の目標（めあて・ね
らい）とまとめを書くように指導した結果、生徒
が家でノートを活用しながら、自分で計画を立
てて勉強することにつながり、国語Ａの「書くこ
と」、「読むこと」、国語Ｂの「書くこと」、「読むこ
と」、数学Ａのすべての領域、数学Ｂの「数と
式」、「関数」、「資料の活用」で全国及び全道
を上回ったと考えられる。

平均正答率の推移については、土曜学習会
などの補充的な学習指導を行った結果、生徒
が主体的に学習に取り組むようになり、すべ
ての教科で全国以上になったと考えられる。

各学校が企画する学力向上策等を支援する「みらい広がる学校活動支援事業」を実施

「授業で扱うノートに、学習の目標（めあて・ねら
い）とまとめを書くように指導しましたか」という質問
に対して、「よく行った」と回答した学校の割合が全
国及び全道を上回っている。

生徒質問紙

○ 「家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか」
という質問に対して、「している」と回答した生徒の
割合が全国及び全道を上回っている。

教　　　科

国語Ａでは「書くこと」、「読むこと」、国語Ｂでは「書
くこと」、「読むこと」で全国を上回っている。

○ 数学Ａではすべての領域、数学Ｂでは「数と式」、
「関数」、「資料の活用」で全国を上回っている。
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※ 「平均正答率－全国（公立）の平均正答率」の差の経年変化
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